
  

 
 
 

 
 
 
 

 
 

内容：パソコンに関する疑

問にお答えします。 

日時：第３金曜日 

１０時００分～１２時００分 

※受付は毎回１０時００分～ 

１０時３０分まで 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.１８０ 

令和６年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人口 14,085 世帯数 6,967  

令和６年 2 月 1 日現在 

３月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 
 
内容：基本操作、ワード基礎編、

エクセル基礎編 
日時：第１・２・４・５金曜日 
   １０時００分～１２時００分 
募集：１５名程度 
申込期間：３月１日（金）～ 

３月２２日（金）まで 
開講式：４月５日（金） 

 

 
 
内容：ワード応用編 

エクセル応用編 
日時：毎週火曜日  

１０時００分～１２時００分 
募集：１５名程度 
申込期間：３月１日（金）～ 

３月２２日(金)まで 
開講式：４月２日（火） 

  

 

  

 

 
大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 
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三坂神社のホームページ 
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【大歳地区   ３月の行事 の予定】 

 
 

 

１日(金) 男性料理教室（10：00～13：00） 

３日(日) センター定期利用団体清掃と会議（8：３0～） 

４日(月) 燃やせないごみの日 

８日(金) 子育てサークル太陽クラブ（10：00～） 

ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

１０日(日) 大歳小学校体育館清掃（8：00～） 

１１日(月) 金属・小型家電製品の日 

１３日(水） 母推さんの子育て応援講座（10：00～11：00） 

１５日(金) パソコン相談(受付 10:00～10:30) 

１６日(土) みんなのひろば（13:30～15:30） 

１９日(火) 大歳小学校卒業式 

２０日(水) びん・缶の日 

２２日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

２５日(月) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

２８日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 

 

 

≪実施日≫令和６年３月２２日（金）（予備日：３月２５日（月）） 
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大歳のエトセトラ １２３ 

 

黒川鍋寿丸の歩んだ道 ２  

門司城をめぐる戦い 

 氏貞は大島に避難した翌年永禄 3（1560）年に、元就の支援を受けて居城などを奪還し、宗像社領をとりもど

します。門司城をめぐる元就と宗麟註１の戦いはその後も続きますが、永禄 5（1562）年に門司城は元就の手にお

ちます。宗麟は元就の豊前・筑前の侵攻を将軍足利義輝註 2 に訴え、外交工作を展開します。その結果、将軍の斡

旋で元就との和睦が永禄 7（1564）年に成立しますが、この和睦は元就にとって不利で、門司城周辺以外の豊前・

筑前からは撤退することになり、氏貞は表面上宗麟に従属することになります。しかし、元就はこれで筑前博多

の支配をあきらめたわけではなく、水面下で筑前領主の調略・工作を続けます。永禄 10（1567）年に宗麟側の領

主が反旗をひるがえすと氏貞も宗麟に兵を挙げ、翌永禄 11（1568）年 2 月には宗麟側の筑前支配の拠点である立

花城主も兵を挙げます。これに対して、宗麟は総攻撃をかけて、7 月に立花城を落城させますが、元就は毛利両川

（吉川元春、小早川隆景）を筑前に侵攻させ、自身も孫の輝元とともに⾧府に陣を構えます。そして、翌年永禄

12（1569）年 5 月に、立花城を開城させますが、大友軍は立花城周辺に留まり、20 回近くも攻防戦は続きます。

氏貞はこの攻防戦で元就から馬と太刀をもらっています。 

 
大内輝弘の乱 

 宗麟はこの膠着状態を打開するための策を講じます。それは背後の山口に豊後で生活していた大内輝弘註３を山

口へ送り込むことです。永禄 12（1569）年 10 月に、宗麟の支援を受けた輝弘は、自身も大内氏の復興をかけて、

豊後から秋穂湾を挟んだ秋穂浦と白松浦（阿知須・西岐波付近）に着岸し、翌日に山口に乱入しています。途中

大内氏の旧臣たちも加わり、輝弘の軍勢は大きくなります。この事態に元就は立花城に守兵を残し、軍を筑前か

ら撤退させ、山口に向かわせます。輝弘は毛利軍との戦いに敗れ、敗走先の富海の茶臼山で、大内家再興の夢は

かなわず自害します。この乱入の際に毛利側が糾問所を設け、輝弘に味方した大内浪人の取り調べをした場所が

大歳の矢原にあります。それは、石州街道の道沿いの現在「調べの森」の看板がたっている辺りです。防⾧風土

注進案註４に「・・・・防禦の軍兵此地にて老若多少をしらへしより、いつしか地の名とはなりぬ、今は訛りて『シ

ラメ』の森（調べの森）とそいふ」と記載されおり、当時、看板が立っている付近は森であったと思われます。 

次回に続きます。                          （大歳史談会 文責：白上茂樹） 

（註 1）大友宗麟（義鎮） 

 大友氏 21 代当主。豊前・筑前 

 の守護大名 九州探題 

（註 2）足利義輝 室町幕府 

13 代将軍 

（註 3）大内義興の弟・高広の 

子、義隆の従兄弟。 

（註 4）19 世紀毛利藩の地誌。 

 

参考文献 「戦国時代の筑前国 

宗像氏」・「中世筑前国と宗像 

社」桑田和明、「筑前戦国争 

乱」吉永正春。                      

 
矢原の石州街道沿いにある「調べの森」の看板  


